
＊ オ プ シ ョ ン ご 用 命 の 際 は 、 当 社 営 業 に ご 相 談 下 さ い 。

【一般事項】指定数量以上の液種を貯蔵する場合

１．本設備は、危険物の規制に関する政令の規制対象（屋外・屋内タンク貯蔵所）に該当します。事前に

　　所轄消防署に許可申請が必要となります。（本施設は定期点検義務を要しません）

　　実績を有する専門技術者による御計画及び施工、並びに設置後の管理を御願いします。

２．本タンクは鉄製であるため納入時点でタンク内に錆が発生します。タンク水張検査及び結露による

　　発錆です。可能な限り対策を行いますがご了承ください。

【工事期間の事項】

１．本タンク出荷荷姿は、横置（横倒）出荷となります。現地にて所定重機にて荷起しの後、所定

　　アンカーボルトにて固定して下さい。また、梯子・注入管は分解出荷となりますので、現地で組立て

　　下さい。

２．アンカーボルト固定後、タンク底部と接地面間に雨水等の侵入を防止する為の充分な措置

　　（コーキング等）を行って下さい。

３．必要に応じて、現地仕上外面塗装又はタッチアップ塗装を実施して下さい。

　　（運送上、タッチアップ等必要となります）

【試運転前の事項】

１．本タンク出荷前に内部ウェス拭き清掃を行いますが、試運転前に残水・錆等の除去清掃を行って

　　下さい。
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備 考形 状数口 径名 称記 号
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容 積 計 算
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底 板
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